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概要 

◎背景 
◎ STARSの概略 
◎ 情報共有のしくみ 
    1. データダウンロード情報・プロット情報の交換。       
    Stars Project List (SPL)というXMLファイルの活用。 
    インタラクティブな協働解析の実現。 
    特定の目的のためのSPLの集積と再利用。 
    2. 専門家による事象の登録 
   Event list としてデータベース化。 
         多分野の専門家の知識の集積。 
     Event list の共用。 
◎ まとめ 
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Solar-Terrestrial data 
  異なる領域のデータ。 
  分野横断データ。 
  多研究機関のデータ。 

各データにそれぞれの専門家。 
各研究者にとっては、非専門分野がある。 

協働解析の重要性。 
 

各研究者の専門知識を、有効に生かす
ことが大事。 

情報の交換・共有。 
 

◎背景 
 

STARSの機能を活用 
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◎ STARSの概略 
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STARSの機能 

多様なデータに対し、メタデータ収集により、データの存否をチェック。 

選択したデータをダウンロード。 

同じ時間軸での統合プロット。 

データダウンロード・プロット情報のファイル保存(SPL)。協働研究者と
のSPLを用いた情報交換、再利用、 SPL の改訂。 

それぞれの専門家による事象の登録。データベース化(event list)。 

 

 
 
Solar-Terrestrial data 
  異なる領域のデータ。 
  分野横断データ。 
  多研究機関のデータ。 

各データにそれぞれの専門家。
各研究者にとっては、非専門
分野がある。 

協働解析の重要性。 
。 

各研究者の専門知識を、有効
に生かすことが大事。 

情報の交換・共有。 
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Web Service
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STARSにおけるメタデータ、データの流れ 
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STARS Main Window 
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STARS の統合プロット(combined plot) window  

X-ray flux (top panel) and Proton flux (middle panel) are observed by GOES satellite. 
Cosmic ray counts (bottom panel) are observed by neutron monitors on the ground.   
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◎ 情報共有のしくみ 

    1. データダウンロード情報・プロット情報の交換。     

    Stars Project List (SPL)の活用。 

      インタラクティブな協働解析の実現。 

    特定の目的のためのSPLの集積と再利用。 
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改訂プロットを作成後、最終的にダウンロードされている
データ種や上記の改訂プロットに関する情報が、Stars 
Project List (SPL)というXMLファイルに保存できる。 

プロットしたい各種観測データをダウンロード 

プロット詳細の変更 

プロットを作成 

データの追加・削除を検討 

データの削除 データの追加 
（追加データをダウンロード） 

改訂プロットを作成 
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Stars Project List (SPL)の内容 
SPL に格納されているもの 
 
(1)どのデータを用いたか
(2)プロットされている時系
列の開始時刻・終了時刻  
(3)プロット詳細オプション 
 
等 

 ファイルサイズ 

(数kBから数百 kB) 

 ファイルはXML形式 
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プロットしたい各種観測データをダウンロード 

プロット詳細の変更 

プロットを作成 

データの追加・削除を検討 

データの削除 データの追加（追加データ
をダウンロード） 

改訂プロットを作成 

SPLを利用すれば、ユーザーは次回のSTARS起動時に、
上図の諸プロセスを再度行わずに簡単に最終プロットを作
成できる。 SPLはSTARSユーザーならば誰でも利用可能。
他のユーザーが、元のSPLに変更を加えることで、さらにプ
ロットを改訂・発展させることもできる。 
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プロットを作成 

User A User B 

User Aの専門分野の観測データ
をダウンロード 

SPL1を保存 SPL1を送付 

SPL2を送付 
 

SPL2を保存 プロットを作成 

プロット内容を
検討、解析を進
める。 

プロットを作成 

User Bの専門分野の観測
データの追加を検討 

データの追加（追加データを
ダウンロード） 

プロットを作成 

インタラクティブな協働解析 (二者による) Use case 1 
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User A 

プロットを作成 

User Aの専門分野の観

測データをダウンロード 

SPL1を保存 SPL1を送付 

User B 

プロットを作成 

User Bの専門分野の観
測データの追加を検討 

追加データのダウンロード 

プロットを作成 

SPL2を保存 SPL2を送付 プロットを作成 

User Cの専門分野の観測
データの追加を検討 

追加データをダウンロード 

User C 

プロットを作成 

SPL3を保存 SPL3を送付 

Use case 2 インタラクティブな協働解析 (多者による) 
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Use case 3 

宇宙天気に関する事例サイトを構築した。 

ここからSPLそのものをダウンロードできる。 

http://seg-web.nict.go.jp/e-sw/spl/index_e.html 

 

特定の目的のためのSPLの集積と再利用 
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◎ 情報共有のしくみ 

   2. 専門家による事象の登録 

         Event list としてデータベース化。 

         多分野の専門家の知識の集積。 

     Event list の共用。 
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[背景] 

   各分野の専門家は、その分野の現象について、深い知
識、解析経験等を持っている。 

[Event の登録] （専門家による情報付加） 

   当該データの中に、顕著な現象や、ある定義を満たす現
象等を認めた場合、 “Event”としてSTARS上で、容易に登
録できる。 
[Event のデータベース化](多分野の専門家の知識の集積) 

   登録されたEventはSTARS内でEvent listに蓄積される。 

[Event list 共有] (多分野についての情報共有) 

  STARSのユーザーならば、 Event listの情報を閲覧可能。 
例えば、分野Dの専門家が、分野Cのデータとの比較解析
を行なう場合に、分野Cに関するEvent情報が役に立つ（分
野Dの専門家にとって、分野Cは非専門なので）。 

Event listの活用 
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Event list 
#C1 event 
#D2 event  
#E3 event 
・・・  
 
 
  

User 
“C” User 

“D” 

User “E” 

Event listを用いた
専門知の共有 

・・・  

・・・  

・・・  

図中の青矢印は自分の専門分野。
図中の茶矢印は自分の非専門分野。 
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どんなEventが登録されているのかを知る方法 

各ピンマークが各Eventを示している。これをダブルクリックする
とそのEventの詳細情報を見ることができる。 
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Eventの詳細情報 

Eventの詳細情報の例 
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Event list 

解析期間内にあるEventをlistの形式で見ることも可能。その中
から知りたいEventを選択してEvent詳細情報を見ることも可能。     
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さらに・・・ 

Event listをSTARS以外でも利活用。 
 
SPL と Event listの連携。 
 
SPL内の項目を増やす（プロットに関するnote等）。 
 

This document is provided by JAXA.



まとめ (1) 

 太陽地球系観測データ解析参照システム 
(Solar-Terrestrial data Analysis and Reference System) 
[STARS] は、 多分野、多種のデータを収集し、一括表示
できるシステムである。 
 多分野、多種のデータのすべてに、一人の研究者が深
い知識を持つわけではない。解析において、専門家の知
識が共有できれば、非専門部分をカバーできる可能性が
高まる。 
 STARSの持つ機能の中で、専門家の知識を共有するし
くみとしてStars Project List (SPL) と Event list がある。   
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まとめ (2) 

Stars Project List (SPL) 
  SPLには、データダウンロード・プロット情報が格納されている。 
  SPLの作成・交換・更新を介して、データ種の取捨・プロットの改
良ができる。  
   SPLの活用は、複数の研究者の協働解析を促進させる可能性
がある。 
 
Event list  
 専門家が認めた事象をEventとして、STARS上からEvent listに容
易に登録できる。 
  多数の専門家がEvent登録を行うことでEvent listデータベースが
構築される。多分野の専門家の知識が集積される。 
  Event listは、 STARSユーザー誰もが参照可能。情報の共有が
容易。 非専門分野の研究者にとって、 Event情報は、解析に有益
な参考情報となる。 
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